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(論文内容の要旨)

今日､ﾈｯﾄﾜ-ｸは急速に進展しており､その重要性はいろいろな分野で認識されている｡各国でそ

の構築が取り組まれている｢情報ﾊｲｳｪｲ｣とは､魅力あるｻ-ﾋﾞｽを提供する広帯城ﾈｯﾄﾜ-ｸに

他ならない｡広帯城ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築技術に関する標準化がITU-Tにおいて行われ､その伝送方式として

はATM方式が採用された｡ ATM方式は､数ｷﾛ/秒から数百ﾒｶﾞ/秒さらには数ｷﾞｶﾞ/秒の様々な速

度の伝送に村応でき､ 53ｵｸﾃｯﾄから成る固走長のｾﾙが､ VC(virtualchannel)もしくはVP(virtual

path)上で多重化されて伝送される｡このような統計的多重化を用いると､転軽が発生する可能性があり､

それがｾﾙ廃棄を招き､伝送遅延時間の増加を生じさせる｡したがって､ﾈｯﾄﾜ-ｸ資源を有効に利用

するためには､輯捧解消もしくは編軽回避のためのﾄﾗﾋｯｸ制御は重要な役割を果す｡

本研究では, ATMﾈｯﾄﾜ-ｸにおける編鞍制御方式に関する諸問題に取り組む｡特に､ ATMﾈｯﾄ

ﾜ-ｸにおいて提供されるABRｻ-ﾋﾞｽのための編軽制御方式に着目し､これまで提案されている方式

の性能評価を行うとともに､その改善のために新たな方式を提案し､その有効性を示す｡

2章においては､これまで提案された各種編軽制御方式の紹介および､それらの間題点を示す｡

3章においては､これまで提案された中でもっとも有望視されている方式であるEPRCA方式に着目

する｡ EPRCA方式においては､輯捧が過度な状態になった場合､その編榛に関わったｿ-ｽの間で､そ

の後のｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ特性に不公平な状態が生じる｡このような欠点を明らかに示し､その改善を行うため

新たな方式であるEPRCAMを提案し､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによってそれらの性能比較を行うことによって

EPRCAMの有効性を示す｡

4章においては､もうひとつの有望視されている編鞍制御方式であるERICA方式を取りあげ､そこに

おいてもｿ-ｽ間におけるｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ特性に不公平が生じることに着目している｡その特性はすでにそ

の提案者によって認識されていたが､その間題を明確にし､さらにEPRCA, ERICAおよびEPRCAM

の性能比較を行っている｡

これまで､ABRｻ-ﾋﾞｽ･ｸﾗｽのﾄﾗﾋｯｸだけを取り扱ってきたが､もともとABRｸﾗｽはCBR,VBR

ｸﾗｽのﾄﾗﾋｯｸが便用しない残りの帯域(availablebandwidth)を利用するｸﾗｽであるため､そのよ

うなｸﾗｽのﾄﾗﾋｯｸとの共存について考察することは重要である｡ 5章においては､そのような場合､

EPRCAMがこれら残りの帯域を有効に利用できるか否かを解析し､その問題点を明らかにするとともに､

さらに改善を行うことによって､この間題を解決している｡

以上のように､本研究においては､ ATMﾈｯﾄﾜ-ｸにおいて垂要な役割を果す編軽制御方式に着目

し､その問題点示し､それを解決する方式の提案および､その評価を通して､その有効性を示している｡



(論文審査結果の要旨)

平成10年12月22日に開催した公聴会の結果を参考に平成11年2月16日に本

博士論文の審査を行なった｡以下のとおり､本博士論文は､提案者が独立した研究者

として､研究括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認

める｡

HashmaniManzoorは､本博士論文において､ ATMﾈｯﾄﾜ-ｸおけるABRｻ-

ﾋﾞｽのための幅捧制御方式の間題点を明らかにし､それを解決する新しい方式を提案

し､ｼﾐｭﾚ-ｼﾖﾝによってその提案方式の有効性を示す結果を得た｡

ﾈｯﾄﾜ-ｸの広帯域化がすすむにつれ､ﾈｯﾄﾜ-ｸ資源を共有する利用者の間

でその資源を公平に利用するﾄﾗﾋｯｸ制御方式の重要性が増している｡ ATMﾈｯ

ﾄﾜ-ｸにおけるABRｻ-ﾋﾞｽでは､利用可能な帯域を有効にしかも公平に利用す

るための種々の編軽制御方式が提案されている｡

本研究におては､これまで最も有望視されている編捧制御方式であるEPRCA方式

およびERICA方式において生じるｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ特性の不公平性を指摘し､その改善

を行うための新たな方式(EPRCAM)を提案することによって､その問題を解決して

いる｡また､提案方式の実現の容易性の点からも､ EPRCA,ERICAおよびEPRCAM

の比較を行い,その優位性を示している｡性能評価手法としては､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ

を用いているが､硯実のｼｽﾃﾑに近い､複数のATMｽｲｯﾁからなる多段ﾈｯﾄ

ﾜ-ｸについて調査しており､様々の角度から特性を解析している｡

また､さらには､ ABRｻ-ﾋﾞｽ･ｸﾗｽのﾄﾗﾋｯｸがCBR,VBRｸﾗｽのﾄﾗ

ﾋｯｸと共存する場合について調査し､ CIiR,VBRのﾄﾗﾋｯｸが使用しない残りの

帯城(available bandwidth)を有効に利用する方式を提案している｡
このように､本研究は､高速ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築において重要な役割を果たす塙捧制

御方式における間題点を解決し､その有効性､実用性を示しており､この分野におい

て極めて高い貢献があると評価する.


